
	
	
	危険物施設における臨時的な危険物の貯蔵・取扱実施計画書



年　　月　　日　　
	住所
	静岡県静岡市〇区〇町〇番〇号

	　

	届出者　氏名
	○○株式会社
代表取締役　○○　○○　

	印　　

	電話
	　054-123-4567

	臨時的な危険物の貯蔵(取扱い)の目的
	危険物施設における臨時的な危険物の貯蔵・取扱について、停電時や設備等が故障した場合、代替機器の使用や停電時における緊急用発電機の使用を目的とする。

	臨時的な危険物の貯蔵(取扱い)品名及び数量
	第四類第１石油類（ガソリン）　50,000 L
      第２石油類（軽油）      20,000 L
　　　第２石油類（灯油）      20,000 L
　　　第３石油類（廃油）　　　 2,000 L

	申請場所
	地名地番
	　静岡県静岡市〇区〇町〇番地の〇

	
	管理者氏名
	　○○株式会社　○○支店
　所長　○○　○○　　　　電話　054-234-5678

	
	敷地及び周囲の状況
	　別紙のとおり

	臨時的な危険物の貯蔵(取扱い)に使用する建築物、工作物又は施設の状況
	屋内
	敷地面積　　　　1200.00m2
	屋外
	敷地面積　　　　　　　m2

	
	
	建築面積　　　　　400.00m2
	
	空地
その他
	　

	
	
	構　造　　　　　　　鉄骨
	
	
	

	臨時的な危険物の貯蔵、容器、及び取扱い、管理の状況
	１　代替機器（緊急用可搬式ポンプ2台、非常用電源（緊急用発電機）1機）の使用。
※代替機器について、緊急用可搬式ポンプは、「手動式の物」を使用。緊急用発電機は、「非防爆型」のものを使用。
　なお、緊急用発電機の使用については、非防爆型であるが、設置位置が可燃性蒸気
の滞留しない位置であり、かつ、高さ60㎝以上の不燃シートで囲む等の安全対策
実施する。
　  また、施設に電気が供給されている場合は、既設の設備を法令通り使用する。
２　非常用電源（緊急用発電機）を使用した、給油取扱所の運営。
３　非常用電源（緊急用発電機）への、運搬容器（金属携行缶）を使用した燃料補給
行為。
４　代替機器（緊急用可搬式ポンプ）を使用して、燃料を専用タンク（地下タンク）
から車両等へ給油。
５　代替機器（緊急用可搬式ポンプ）を使用して、燃料を専用タンク（地下タンク）
から運搬容器（金属携行缶又はポリ缶）へ注油。
※ポリ缶には、灯油のみ注油し、ガソリン、ハイオク、軽油は絶対注油しない。
６　室内への出入り管理及び使用時以外の施錠管理を徹底し、いたずら・盗難を防止する。
７　作業前と作業後に点検を実施し、その結果を記録する。

	安全対策
	１　注油等に使用する緊急用可搬式ポンプのアースを確保する。
２　吸着マット等危険物の流出時の応急対策を準備する。
３　危険物の取扱いは、原則として危険物取扱者が行う。
４　危険物を取り扱う者は、静電安全靴を使用する。

	消火設備
	第５種消火設備　粉末消火器17本

	危険物取扱者
	住所　静岡市〇区〇町１番地の２　　氏名　〇〇　〇〇

	その他必要事項
	


　(注)　位置・構造・設備及び付近50m以内の公衆集合所、その他住宅等を記入した見取図
　　　を添付してください。
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